
第
二
節

都
市
政
治
構
造
の
変
容
と
再
編

昭
和
恐
慌
以
昨
の
地
域
社
会
の
変
容

昭
和
八
年
の

市
会
選
挙

昭
和
八
（
一
九
一
三
一
一
）
年
間
月
の
市
会
議
員
選
挙
は
、
前
回
の
第
一
回
池
田
選
に
よ
る
市
議
選
と
同
様
波
乱
含
み

で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
定
員
が
こ
れ
ま
で
の
六
人
人
か
ら
六

O
人
に
減
員
さ
れ
競
争
激
化
が
予
想
さ
れ
た
上
に
、

立
候
補
者
が
一
間
四
人
に
達
す
る
と
い
う
乱
立
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

方
、
楽
権
も
前
回
と
ほ
ぼ
同
様
の
一
一
一

O
%を
示
し
た
。
結

果
は
前
回

六
議
席
の
政
友
会
系
が
二
三
議
席
と
ト
ッ
プ
に
諮
り
出
、
逆
に
こ
れ
ま
で
市
会
の
多
数
を
占
め
た
民
政
党
系
が
ニ

ニ
議
席
に
後
退
し
た
。
以
下
、
同
州
民
間
盟
五
、
社
会
大
衆
党
二
、
革
新
党
一
、
中
立
七
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
現
職
候
補
の
当
選
者
は
一
一
一
四
人
に
と
ど
ま
り
、

一
八
人
が
落
選
の
憂
き
目
を
み
た
。
な
か
で
も
灘
一
弘
の
安
昌
幸
在

衛
門
、
神
戸
区
の
岡
田
富
一
一
一
郎
と
い
っ
た
有
力
市
議
や
、
ま
た
中
亥
歳
男
、
浜
野
撤
太
郎
ら
現
職
代
議
士
の
支
援
を
受
け
た
小

浜
野
卒
爾
郎
ら
の
落
選
は
注
目
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
有
力
者
の
地
盤
の
動
揺
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。

一方、

前
回
の
選
挙
で
四
人
の
当
選
者
を
出
し
た
無
産
政
党
も
、
今
回
は
半
分
の
ニ
人
に
議
席
を
後
退
さ
せ
た
。
森
脇
誌
一
一
、
青
柿
普

一
郎
ら
中
心
メ
ン
バ
ー
の
落
選
は
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
に
か
わ
っ
て
新
人
候
捕
一

五
人
が
当
選
し
、
市
会
議
員
の
入
れ
替
わ
り
が
す
す
ん
だ
。

ま
た
、
こ
の
選
挙
で
は
、
綿
谷

才

ら
市
の

の
役
員
ゃ
、
衛
生
組
合
連
合
会
役
員
と
い
っ
た
地
域
住
民
組
織
の
代
表
者
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

綿
谷
は
兵
路
実
業
補
習
学
校
を
卒
業
後
、

の
活
動
の
ゆ
心
と
な
り
、
ま
た
、
み
ず
か
ら
書
籍
商

の
修
養
問
、
そ
し

し
こ
し
て
同
業
者
の
百
貨
店
出
店
問
題
に
か
か
わ
る
な
ど
、
小
売
商
問
題
の
解
決
を
切
実
に
一
訴
え
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は

落
選
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
こ
う
し
た
地
成
を
担
う
中
堅
屑
が
み
ず
か
ら
政
治
に
発
一
一
殺
を
求
め
始
め
た
の
で
あ
る
。

昭
和
初
期
の

住
民
世
帯

こ
う
し
て
政
治
が
流
動
化
を
み
せ
た
当
時
の
、
市
内
住
民
の
態
段
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

Z
和

の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
市
の
計
一
帯
数
は
一
七
万
八
三
二
五
社
常
、
人
口
は
七
八
万
七
六

人
（
男
四
O
万
六
三
回
八
人
、
女
一
一
一
八
万
一
二
六
人
人
）
で
あ
る
。
こ
の
人
口
を
出
生
地
と
の
関
連
で
み
る
と
、
市
内
出
生
者
の
総
人

口
に
占
め
る
割
合
は
約
一
一
一
八
%
（
七
八
万
七
六
二
ハ
人
中
一
ニ

O
万一

O
四
五
人
）
で
、
大
正
九
（

九
二

O）

の

d
p

（
総
人
口
六

部rfi政治構造の~筏とN結Ii

O
万
人
六
回
凶
人
中
一
八
万
五
回
一
五
人
）
と
比
較
し
て
嶋
加
額
向
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
な
年
始
到
に
み
る
と
、
昭
和
五
年
で
は

こ
の
一

0
年
間
の
出
生
半
世
に
あ
た
る

O
J九
歳
で
は
市
内
出
生
者
（
一
一
四
万
四
一
七
八
人
）
が
市
外
出
生
者
（
一
一
万
七
六
九
O
人
）
を
大

き
く
上
回
る
の
に
対
し
て
、

一五
J
二
九
歳
で
は
市
内
一
万
六
五
八
一
入
、
市
外
五
万
九
九

O
九
人
、
一
一
一

0
1一
ニ
九
歳
で
は
、

市
内
一
万
九
九
八
五
人
、
市
外
九
万
四
八
九
八
人
、

凶
0
1四
九
歳
で
は
市
内
一
万

七
O
一
ニ
人
、
市
外
六
万
五
六

逆
に
市
外
出
生
者
の
ほ
う
が
上
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
市
外
か
ら
流
入
し
た
人
口
が
市
内
で
出
産
・
定
着
す
る
傾
向
が
読

み
取
れ
よ
う
。
普
通
選
挙
の
実
施
は
、
こ
う
し
た
市
外
か
ら
流
入

た
者
に
も
選
挙
権
を
与
え
、
政
治
参
加
の
機
会
を

第二節

与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
市
内
に
居
住
す
る
此
帯
の
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
須
磨
・
灘
の
編
入
市
域
を
抜
く
一
位
帯
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当
た
り
の
平
均
人
数
を
み
る
と
、
明
治
三
十
年
ゴ
了
六
一
ニ
人
、
明
治
四
十
一

了
九
四
人
、
大
正
九
年
四
・
四
O
人
、
昭
和

五
年
間
・
四
一
人
と
な
り
、
わ
ず
か
ば
か
り
増
加
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
も
っ
ぱ
ら
四
J
六
人
枇
帯
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
（
四
J
六
人
世
帯
数
・
：
大
正
九
年
五
万
五
五
四
O
世
帯
↓
昭
和
五
年
七
万
六
四
七
九
世
情
、

了
三
人
倍
）
、
反
対
に
一

人
世
情
、
あ
る
い
は
一
O
人
前
後
を
超
え
る
よ
う
な
大
世
帯
は
、
実
数
に
お
い
て
少
な
く
、
増
加
率
も
四
J
六
人
世
帯
、
を
下
回

っ
て
い
た
（
一
人
位
帯
・
：
大
正
九
年
八
三
七
一
役
椛
↓
昭
和
五
年
九
人
O
六
枇
帯
、
一
・
一
七
倍
、
七
J
一
O
人
世
裕
：
・
大
正
九
年
一
万
七
九
二

7 ,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3.0日D

2 .OOJ 

1.000 
、、、嶋崎、

20 25 30 35 401吉

岡 29 男子人口に占める未婚者・有配偶者の年齢別
推移（昭和 5年〉

二
世
幣
↓
昭
和
五
年
二
万
四
O
七
九
世
帯
、

一・一一一四倍）。

ま
た
、
大
正
十
五
年
の
内
閣
調
査
に
よ
り
市
内
給
料
生
活
者
お

よ
び
労
働
者
の
家
計
収
入
を
み
る
と
き
、
前
者
の
収
入
平
均
は
約

一
四
二
円
、
後
者
は

O
六
円
で
、
そ
の
内
世
一
帯
主
の
本
業
収
入

が
占
め
る
割
合
は
、
給
料
生
活
者
八

一
一
一
%
（
銀
行
・
会
社
員

一
一
一
入
門
H
八
一
%
、

教
員
一
二
八
円
H
七
九
%
、
巡
変
七
一
ニ
円
詩
人
四

%
）
、
労
働
者
八
四
・
一
二
O
%
（
工
場
労
働
者
九
一
円
H
八
五
%
、
口
H
的
附

労
働
者
八
一
一
一
向
日
七
九
%
）
と
な
り
、

い
ず
れ
も
役
帯
主
の
収
入
が

家
計
収
入
の
約
八
割
に
述
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
一
世
帯
の
平
均

人
員
は
一
ニ
・
九
八
人
で
小
家
族
形
態
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
小
家
族
世
情
形
成
の
出
発
点
と
な
る
婚

姻
年
齢
は
、

男
子
で
は
一
一
O
代
後
半
か
ら
一
ニ
O
代
に
、

女
子
で
は
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一一

O
代
前
半
に
集
中
し
て
い
た
。
特

の
場
合
、
図
却
に
み
ら
れ
る
と
お
り
各
年
齢
人
口
に
占
め
る
米
婚
者
数
と
有
配
偶

者
数
が
逆
転
す
る
の
が
二
五
歳
前
後
で
あ
り
、
二
五
歳
は
仏
首
選
実
施
に
よ
る
選
挙
権
を
取
得
す
る
年
齢
で
あ
っ
た
。
神
戸
市
の

倒
を
見
る
根
り
、
初
期
の
普
通
選
挙
は
世
荷
主
選
挙
の
性
格
を
も
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
家
族
な
代
表
し
、
そ
の
収
入
に

よ
っ
て
家
族
の
生
活
を
支
え
う
る
者
が
よ
り
多
く
政
治
に
参
加
の
機
会
を
持
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

こ
の
こ
と
は
、
当
時
務
通
選
挙
法
が
「
公
私
の
放
助
」
を
う
け
る
者
の
選
挙
権
な
一
合
定
し
、
家
族
を
自
立
的
に
支
え
ら
れ
な

い
者
が
政
治
か
ら
疎
外
さ
れ
た
こ
と
な
考
え
れ
ば
よ
り
明
瞭
と
な
る
。

神
戸
市
で
昭
和
九
J
十
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、

選
挙
権
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
要
保
護
世
情
（
救
護
法

の
対
象
九
八
五
世
倍
、
他
の
数
助
の
対
象
三
七
二
十
九
世
帯
、
総
人
数
一
万
九
五
二
回
人
）
は
、

般
佐
川
怖
と
同
様
に
小
家
族
を
形
成
し
、

ま
た
徐
々
に
で
は
あ
る
が
多
就
労
形
態
を
脱
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
ず
、
家
族
形
態
で
は
、
夫
婦
の
み
、
あ
る
い
は
夫
婦
と
そ
の

都市政治構造の変容と再編

子
供
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
が
四
五
・
一
J
%
、
こ
れ
に
犬
・
姿
の
い
ず
れ
か
を
か
〈
く
世
帯
を
加
え
る
と
六
回
・
八
%
に
達
し

て
い
た
。
こ
れ
は
、
夫
婦
と
親
兄
弟
お
よ
び
孫
の
あ
る
家
族
と
い
っ
た
二
世
代
以
上
の
家
族
の
一
八
・
一
%
を
は
る
か
に
上
回

っ
て
い
た
。
ま
た
、
同
詩
人
の
あ
る
家
族
も

0
・
五
%
で
あ
っ
た
。
次
に
全
欧
帯
中
、

世
帯
に
一
人
の
み
働
く
世
帯
が
二
四

四
一
、
二
人
働
く
世
帯
が

一
七
八
で
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
七
六
・
九
%
を
占
め
て
い
た
。

ま
た
、
全
人
員
中
本

業
を
有
す
る
者
は

一
五
・
四
%
、
失
業
者
五
・
四
%
、
休
業
者

0
・
一
一
一
%
で
、
残
る
六
八
・
九
%
は
も
と
も
と
無
業
の
者
か
児

童
生
徒
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
要
保
護
世
帯
の

の
婚
姻
年
齢
も
二
五
歳
前
後
な
ピ
ー
ク
と
し
、
や
は
り
選
挙
権
を
獲
得
す
る

第二節

年
齢
と
重
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
要
保
護
佐
帯
の
構
成
も
一
般
の
そ
れ
と
比
較
し
て
質
的
な
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
世
帯
主
の
健
康
や
収
入
の
状
態
い
か
ん
が
、
保
護
・
救
護
の
対
象
に
な
る
か
、
政
治
参
加
の
機
会
を
獲
得
す
る
か
の
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別
れ
隠
と
な
っ
て
い
た
。
向
調
査
に
よ
る
貧
困
原
悶
の
ト
ッ
プ
は
「
世
帯
主
ノ
疾
病
」
で
あ
り
、
以
下
、
「
前
世
帯
主
ノ
死
亡
」

「
役
帯
主
ノ
老
衰
」
が
続
い
て
い
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
佐
帯
主
を
的
援
す
る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
に
二
五
歳
前
後
を
皮
切
り
に
み
ず
か
ら
世
帯
を
構
え
始
め
る

青
壮
年
の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
が
、
説
日
選
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
国
民
を
政
治
に
参
加
さ
せ
、
議
会
主
義
的
に
国
民
統
合
を

実
現
し
て
い
く
た
め
の
条
件
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
国
や
市
と
世
帯
主
層
を
媒
介
す
る
社
会
集
団
が
青
年
間
で
あ
り
、

衛
生
組
合
（
枇
帯
主
参
加
）
で
あ
っ
た
。

2 

青
年
間
の
再
縞

昭
和
期
の

管
年
図

昭
和
初
期
の
青
年
団
の
活
動
を
み
る
と
、
ま
ず
単
位
青
年
間
で
は
講
演
会
・
講
習
会
・
弁
論
大
会
の
開
催
な
ど

の
修
養
や
、
体
育
事
業
、
祭
礼
時
の
交
通
整
壊
な
ど
の
奉
仕
等
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
地
域
の
治
安
維
持
に
か
か
わ
る
奉
仕
活
動
は
、
第
一
次
大
戦
後
、
青
年
聞
の
特
に
重
要
な
事
業
と
し
て
重
視
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
前
火
活
動
や
、
年
米
・
災
害
発
生
時
の
夜
響
、
民
警
懇
談
会
な
ど
の
名
称
を
つ
け
た
自
瞥
団
組
織
の

結
成
な
ど
、

日
常
的
な
地
域
の
監
視
を
行
う
ま
で
に
い
た
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
治
安
が
強
化
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
青
年
間
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
な
る
青
壮
年
層
の
な
か
に
、
米
騒
動
の
時

自
分
の
家
が
襲
撃
の
対
象
に
な
っ
た
者
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

た
と
え
ば
、
播
磨
政

（米

穀
商
）
は
多
開
通
六
丁
目
青
年
会
（
後
に
多
間
六
保
安
青
年
会
、
淡
東
区
）
の
幹
部
で
、
湊
東
区
述
盟
の
役
員
に
も
な
る
人
物
で
あ
る

730 第四主主一五年戦争下の神戸



が
、
米
騒
動
当
時
、
彼
の
自
宅
は

の
群
集
に
取
り
関
ま
れ
、
白
米
の
廉
売
を
追
ら
れ
て
い
る
。
騒
動
の
中
で
、
群
集
の

襲
撃
な
み
た
神
戸
区
北
長
狭
通
八
丁
目
の
青
年
会
の
幹
部
が
、

「
社
会
の
秩
序
は
、
震
災
以
外
大
火
災
と
か
或
は
叉
一
方
、
社

会
的
原
因
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
事
が
あ
る
の
で
あ
る
。
先
年
当
市
に
於
て
演
じ
ら
れ
た
米
騒
動
当
時
の
焼
打
率
件
の
如
き
は

其
の
最
も
近
い
一
例
で
あ
る
J
っ
き
れ
ば
一
朝
有
事
の
際
、
町
内
一
致
団
結
し
て
吾
が
町
内
を
自
衛
保
護
す
る
事
は
必
ず
や
必

要
と
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
『
北
長
狭
入
青
年
会
立
野
一
ー
ー
一
）
と
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
地
域
秩
序
弛
緩
へ
の
危
機
意
識
か
ら
治
安

都市政治構造の変容と潟綴第二節

の
強
化
が
関
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
騒
動
の
根
践
に
あ
る
生
活
難
そ
の
も
の
の
解
決
も
必
要
で
あ
っ
た
。

年
間
出
の
そ
れ
へ
の
対
応
は
、
教
育
、
職
業
指
導
、
貧
困
者
救
助
な
ど
の
形
で
行
わ

元五青年間

れ
る
。ま
ず
、
教
育
で
は
夜
学
会
、
講
習
会
、
罰
書
室
の
設
置
、
弁
論
大
会
の
開
催
な

ど
、
か
な
り
熱
心
な
活
動
が
み
ら
れ
た
。
市
内
の
主
要
な
商
業
地
域
に
位
置
す
る

四
青
年
会
（
北
長
狭
・
下
山
手
の
各
一
ニ
、
四
了
自
）
で
は
、
創
立
当
初
（
大
正
十
年
）

写真 59

か
ら
夜
学
会
が
設
置
さ
れ
、
英
語
、
国
語
、
珠
算
、
さ
ら
に
は
法
律
、
簿
記
が
商

店
の
自
民
に
対
し
て
教
育
さ
れ
た
。
ま
た
、

工
業
地
区
に
あ
る
真
野
青
年
聞
で
は
、

昭
和
六
年
か
ら
「
日
用
常
識
講
座
」
と
題
し
て
、
英
数
回
同
三
教
科
の
ほ
か
通
俗
電

気
学
、
通
俗
建
築
関
図
案
、
物
理
・
化
学
な
ど
工
業
用
知
識
の
講
習
を
行
っ
て
い

る

近代・5晃代歴史編N73工



次
に
、
失
業
者
対
策
も
積
極
的
に
な
さ
れ
た
。
昭
和
に
入
り
不
況
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
平
野
青
年
間
（
淡
区
）
や
松
上
青
年

団
（
淡
西
区
）
で
は
、
全
団
員
・
関
係
者
が
協
力
し
て
団
内
の
失
業
者
の
就
職
斡
旋
を
行
っ
た
。
絵
上
青
年
間
の
場
合
、
昭
和
五

年
か
ら
七
年
一
一
一
月
の
最
も
不
況
が
深
刻
な
時
期
に
、
一
一
一
一
一
人
の
就
職
を
実
現
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
個
々
の
単
位
青
年
間
で
で
き
る
地
域
の
改
善
に
は
、
お
の
ず
と
限
界
が
あ
っ
た
。
失
業
者
を
救
済
す

る
に
し
て
も
、
幹
部
と
な
っ
て
い
る
商
工
業
者
自
身
が
経
営
難
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
商
工
業
者
が
占
め
る
幹
部
と
、
店
員
・
従

業
員
が
占
め
る
一
般
団
員
と
の
関
係
が
、
組
情
主
義
的
に
誠
和
す
る
と
は
限
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
小
売
荷
な
ど
で
は
、

第
一
次
大
戦
後
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
慢
性
不
況
期
に
は
、
百
貨
店
、

チ
ェ
ー
ン
・
ス
ト
ア
、
消
費
組
合
の
進
出
に
対
抗

す
る
た
め
、
ま
た
、
営
業
収
謎
説
の
導
入
な
ど
に
よ
る
帳
簿
の
作
成
の
た
め
、
簿
記
・
会
計
を
は
じ
め
商
店
経
営
に
関
す
る
新

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
個
々
の
単
位
青
年
間
で
賄
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
中

心
商
業
地
に
あ
っ
た

間
青
年
会
の
夜
学
会
で
す
ら
、
経
費
の
削
減
の
結
果
大
正
十
一
一
年
以
降
し
ば
ら
く
活
動
が
中
断
さ
れ
、

昭
和
ニ
年
に
再
開
さ
れ
た
時
は
、
珠
算
の
み
の
小
規
模
な
も
の
に
縮
小
さ
れ
て
い
た
。

単
位
管
年
毘

の
り
i
ダ
l

こ
う
し
て
、
単
位
青
年
間
の
担
い
手
の
な
か
か
ら
、
地
域
だ
け
で
は
解
決
不
可
能
な
生
活
難
や
社
会
改
普
の

間
胞
を
、
市
や
閉
山
の
手
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
要
求
が
現
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
大
正
十
五
年
十
一
一

月
神
戸
叉
新
日
報
社
、
が
開
眼
し
た
兵
庫
県
青
年
議
会
（
法
遂
を
燃
し
、
県
内
を
ニ
ム
ハ
選
挙
区
に
分
け
、
満
一
一

O
歳
以
上
の
男
女
候
補
者
を

月
極
読
者
の
公
選
に
よ
り
選
挙
、
当
選
者
を
集
め
て
模
擬
開
会
合
｝
聞
い
た
も
の
）
に
当
選
参
加
し
た
者
の
政
見
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

村
上
義
了

明
治
二
十
一
一
年
生
れ
（
昭
和
初
頭
で
一
二
O
代
後
半
の
壮
年
に
属
す
る
）
。
彼
は
神
戸
誠
心
青
年
間
（
訴
合
区
琴
緒
町
五
了

日
）
に
お
い
て
、
大
正
七
年
八
月
（
米
騒
動
の
月
）
の
関
長
初
当
選
以
降
、
昭
和
初
顔
ま
で
関
長
の
役
職
に
あ
り
、
市
の
迎
合
青
年

732 ~§関本一五年戦争下の神戸



間
（
市
述
す
）
の
創
立
に
も
参
加
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
が
青
年
議
会
に
際
し
て
発
表
し
た
政
見
は
、
「
一
、
現
存
食
民
住
宅
の
改

一
掃
を
期
し
、
共
同
宿
泊
所
の
刷
新
拡
張
を
促
す
。

一
、
社
会
政
策
の
振
興
実
施
を
期
す
（
市
営
に
て
土
木
事
業
を
起
こ
す
な
ど
）
。

一、

に
中
等
高
等
教
育
の
補
習
機
関
を
設
け
、

の
理
想
化
を
期
す
。
」
（
司
又
新
』
大
正
十
五
年
十
月
二
十
四
日
）
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

中
野
甚
之
助

（
林
悶
区
）
幹
事
。
市
立

明
治
一
一
一
十
二
年
生
れ
（
同
じ
く
二

O
代
後
半
の
青
壮
年
）
。

岡
山
県
出
身
。

兵
庫
尋
常
高
等
小
学
校
を
経
て
、
東
京
私
立
工
徳
学
校
修
了
。

国
カ
ネ
キ
自
動
会
社
勤
務
。
政
見
ゴ
、
自
治
団
体
権
の
拡

張
。
」
「

、
教
育
改
詩
、
義
務
教
育
園
庫
負
担
問
題
の
確
定
。

一
、
労
使
協
関
政
策
の
確
立
と
共
に
失
業
者
の
微
量
販
的
救
済
策

の
実
施
。

L
J
、
貧
民
住
宅
の
徹
底
的
改
諮
問
。

一
、
社
会
政
策
の
根
本
改
造
と
共
に
民
衆
政
治
の
実
現
を
期
す
。
」
（
何
十
一
月
六

日）。瀬
尾
政
広

mm治
一
一
一
十
六
年
生
れ
（
同
じ
く
一
一

O
代
の
点
目
年
）
。
熊
内
青
年
間
（
辞
令
区
）
理
事
。
広
島
県
出
身
。
専
門
学
校
中
途

都千！？政治構造の変務と存続

修
了
後
、
労
働
学
校
幹
事
。
政
見
ゴ
、
労
働
時
間
の
制
定
を
期
す
。

一
、
移
民
政
策
の
確
立
を
期
す
。

一
、
知
事
の
公
選
を

期
す
O
L

「
質
屋
は
相
当
担
保
な
要
し
利
息
も
高
き
故
、
政
府
が
金
融
機
関
を
つ
く
り
国
民
生
活
の
安
定
を
は
か
る
。
L

（
同
十
月

十
五
日
、
十
二
月
三
日
）
。

模
擬
選
挙
に
む
け
て
の
ア
ピ
ー
ル
と
い
う
側
関
も
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
が
安
部
・
失
業
問
題
・
労
働
問
題
の
解
決
を
掲
げ
、

教
育
の
充
実
を
政
治
の
問
題
と
し
て
そ
の
解
決
を
求
め
て
い
る
。
青
年
賠
の
活
動
を
担
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
隠

第二節

題
が
い
か
に
切
実
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
瀬
毘
政
広
は
、
以
後
市
述
背
の
幹
部
に
も
な
り
、
さ
ら
に
は
昭
和

十

選
挙
粛
正
運
動
下
の
市
会
議
員
選
挙
に
議
会
浄
化
を
唱
え
て
出
馬
す
る
。
そ
う
し
た
彼
の
活
動
の
…
つ
の
出
発
点
を

近代・耳1代E笠史綴¥V733 



青年間歳入出予算の推移
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① 

600 

950 

_, 1, 930 

1,930 

_, 2, 400 

_, 2, 466 

_, 3, 253 

-1  3, 753 

5001 4, 000 

2001 3, 760 

4001 4, 160 

産業

1, 3601 1, 6701 1, 844 

7001 8201 2, 777 

7001 8701 2, 570 

5001 7 401 2, 060 

6501 5601 1, 880 

8901 7001 1, 928 

9901 7001 1, 928 

7701 6501 1, 850 

2801 7901 2, 200 

2801 5401 2, 360 

編集体育修養

塁塁補助金正日DO円を含む。①は大日本主l＇合均年間・兵隊立民主 li合j'j年間への負担金，②は予備金，臨時歳出は親ll!l
会星空沼（昭和10年）

111号・ 140~予・ 185号・ 209号・ 281号（昭和13年 4 月）

こ
こ
に
見
て
お
き
た
い
。

市
連
習
の

活
動

単
位
腎
年
間
の
活
動
が
継
続
性
を
欠
き
、
ま

た
小
規
模
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
の
に
対
し
て
、
市
の
連
合
青
年
間
は
表
山
の
よ
う
な
豊
富

な
財
源
を
も
と
に
比
較
的
充
実
し
た
事
業
を
展
開
し
え
た
。

市
連
世
間
の
昭
和
初
頭
ま
で
の
お
も
な
活
動
を
あ
げ
る
と
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

教
育

l
中
堅
青
年
講
習
会
、
講
演
会
、
演
説
会
、

夜

講
習
会
、
雄
弁
大
会
、
高
工
業
諮
問
題
に
関
す

る
講
習
会
、
活
動
写
真
会
、
青
年
講
座
、
巡
回

史
跡
講
鹿
、
社
会
見
学
・
産
業
視
察

体
育
！
大
運
動
会
、
陸
上
競
技
会
、
野
球
大
会
、
庭
球

大
会
、
登
山
会
、
柔
剣
道
相
撲
大
会
、
水
泳
講

習
会
、
早
起
体
操
会

奉
仕

i
関
東
大
良
災
避
難
者
救
援
、
成
婚
泰
祝
等
提
灯

行
列
、
大
葬
参
列
、
大
典
記
念
鉢
伏
山
開
拓
、

昭
和
天
皇
毅
関
、
皇
室
奉
送
迎
、
観
舵
式
交
通

734 第四f章一五年戦争下の神戸



都市政治構造の変容と再編

神戸市連合

年 補助金 雑収入｜制金｜合計
昭和3年 1, 560 1,400 9,860 

4 1, 782 5,600 1, 975 2,000 11, 357 

5 1, 752 5,600 1,930 1, 800 11, 082 

6 2, 172 6, 100 1,940 150 10,362 

7 2,232 6, 100 1,800 200 * 11, 732 
8 2,604 8,000 2, 120 200 12,924 

9 2,640 9,000 2, 120 200 13,960 

10 2, 748 9,000 2,370 

12 2,880 9,000 2, 930 700 15, 510 

13 刊 o[10, ooo 500 16, 570 

(tl:)* 創立十周年記念式典の市議時補助金1,400円，料金隠1'J年Bl大会
賀市（昭和4年），十潟年記念式典弦間（昭和7年），会i頚l'J年間大

資料： rfjJ1!菅間報匂11戸市の青年，75号Cl沼和4王手7月）・ 88号・

整
理
、
若
様
ロ
ン
ド
ン
会
議
全
権
出
述
、
湊
川

神
社
砂
持
奉
仕

編
集

l
機
関
紙
『
神
戸
市
の
青
年
＼

ン
フ
レ

表 186

入歳）
 
－
 
（
 

ッ
ト
』
発
行

な
か
で
も
控
目
さ
れ
る
の
が
教
育
活
動
で
あ
る
。
例
え
ば
、

昭
和
一
一
年
か
ら
間
四
年
に
か
け
て
合
計
八
回
に
わ
た
っ
て
実

施
さ
れ
た
青
年
講
座
で
は
（
表
似
て
不
況
下
の
中
小
商
工
業

者
に
と
っ
て
必
要
な
実
業
に
開
削
す
る
知
識
が
、
専
門
の
研
究

者
に
よ
っ
て
教
授
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
年
か
ら
行
わ
れ

た
産
業
視
察
講
習
会
で
は
、
神
戸
製
鋼
所
・
再
製
樟
脳
会
社

（
第
一
回
）
、

台
湾
精
糖
会
社
神
戸
精
糖
所
（
第
二
回
）
、

阪
神

査
所
（
第
三
回
）
な
ど
、
市
内
の
主
要
企
業
を
見
学
し
、
そ
の
場
で
「
労
働
ト
修
養
」
な
ど
の
経
営
者
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
て

鉄
鋼
所
・
日
本
染
工
株
式
会
社
長
田
工
場
・
輸
出
絹
織
物
検

い
る
。
こ
う
し
た
、
研
究
者
や
経
営
者
か
ら
直
接
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
点
で
、
市
連
青
の
事
業
は
、
単
位
管

年
間
や
区
の
連
盟
の
教
育
事
業
の
水
準
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

第二節

青
年
間
規

程
の
改
正

行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
財
源
や
事
業
規
模
で
下
伎
の
団
体
を
凌
駕
し
た
市
連
青
の
も
と
、
青
年
団
組
織
全
体
の
再
編
が

（
昭
和
一
一
一
年
五
月
）
と
『
神
戸
市
青
年
間
細

ま
ず
、
単
位
青
年
間
に
は
『
加
入
団
取
扱
停
止
規
程
』

近代・現代日表史綴IV73ラ



神戸市述合脊年間主催青年講座一覧（昭和2～4年〕表 187

容

「日？吉生活に即したる青年の修養J法学土ill下信義

「電気とは伺か」「能率域進J「動力」「住宅改良問題」「地震と建築」「段

近我悶の機械工業の状態」神戸高等工業学校教授薄井康介ほか

「金銭の利殖」「金銭のf首入J「租税と経済生活」「租税iii！］度」「商品配給

に就てJ「小売に就て」神戸高等商業学校教授原口亮平ほか

「湊Jll戦史」「日i：界に於ける神戸港」「楠公選践」「神戸Si;!.蹟」「ーの谷戦
史」会下山人福原潜次郎ほか

「俳句の話」「旅行の話」「花と人生」「絵阪の見方」「音楽の聴き方」高

国際衣ほか

巡回史政訴殴

「慾法の話」「F青年禁法の諮」「日本将来」「神戸市の商工業」「神戸市の社
会卒業」神戸地方裁判所東亀五郎ほか

「電気と共応用」「天候の話」「神戸市背lねの史蹟」「神戸市に於ける民

俗信仰の変遷JI金解説が物価に及ぼす影響」薄井成介ほか

内次

第 1間

第2問

第3回

第4悶

第5回

第6回

第7図

回

第8閲

出
』
の
改
正
（
昭
和
五
年
一
月
）
で
規
制
が
加
え
ら
れ
る
。
前

者
に
よ
り
、
市
連
脊
へ
の
負
担
金
滞
納
六
カ
月
に
及
ぶ
も
の

は
加
入
団
と
し
て
の
取
り
扱
い
が
停
止
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

九
回
が
退
団
処
分
を
受
け
て
い
る
。
後
者
で
は
、
新
設
国
に

つ
い
て
「
設
置
地
区
別
瞭
ニ
シ
テ
其
地
区
内
ニ
既
加
入
青
年

団
ノ
池
一
弘
ヲ
合
マ
ザ
ル
コ
ト
」
（
第
一
条
第
二
項
）
と
さ
れ
た
。

要
す
る
に
地
区
ご
と
に
図
員
の
重
複
合
｝
避
け
、
確
実
な
運
営

を
行
え
る
も
の
の
み
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
地
域
的
編
成
を
強
化
す
る
規
程
に
よ
り
、
事
実
上
企
業

や
同
業
組
合
に
よ
る
青
年
聞
の
新
設
は
で
き
な
く
な
る
。

次
に
区
の
連
盟
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
年
一
月
吋
神
戸
市

資料： T!J述青勺合周年記念託：a

連
合
青
年
間
各
区
連
捜
ニ
関
ス
ル
規
程
』

『
神
戸
市
連
合
青

年
間
各
区
連
盟
準
則
』
が
定
め
ら
れ
、

「
神
戸
市
連
合
青
年

団
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
ヲ
以
一
ア
目
的
ト
ス
」
と
さ
れ
、
市
連

の
一
機
関
と
位
陵
付
け
ら
れ
た
。

一
方
、
市
連
出
向
自
体
は
、
幹
部
養
成
の
機
関
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
た
。
昭
和
五
年
に
始
ま
る
中
堅
青
年
講
習
会
で
は
、

736 一五f停戦争下の神戸第四1j1:



ノ
本
質
ハ
常
ニ
閉
員
ノ
修
養
ヲ
企
図
ス
ル
団
体
タ
ル
ニ
在
リ
」
「
初
ク
モ
団
体
ノ
勢
力
ヲ
利
用
シ
テ
誼
接
政
治
問
題

一

シ
、
叉
ハ
政
治
運
動
等
ニ
参
加
ス
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ハ
絶
対
ニ
禁
止
ス
ル
コ
ト
L

と
い
っ
た
内
容
が
講
義
さ
れ
た
。
当
時
、

深
部
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
地
域
へ
の
政
党
間
対
立
の
浸
透
に
対
し
て
、
幹
部
を
通
じ
て
青
年
聞
を
政
治
的
に
中
立
化
さ
せ
る
こ

と
が
目
指
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

市
の
薦
問
年
間

指
導
方
針

市
当
局
で
は
、

の
活
動
に
対
し
て
教
育
課
内
に
社
会
教
育
係
を
設
置
し
、
ま
た
教
育
課
吏
員
、
宮
市
連

の
理
事
や
隅
託
の
ポ
ス
ト
に
つ
け
て
、
そ
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
市
立
実
業
補
習
学
校
や
小
学
校
の

校
長
・
教
員
に
よ
る
指
導
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
初
頭
ま
で
主
流
を
占
め
た
指
導
方
針
は
、
掴
人
修
義
一
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
の
教

育
課
主
事
で
市
連
育
の
常
任
理
事
で
あ
っ
た
有
方
新
治
や
、
岸
国
府
造
（
兵
隊
商
工
実
修
学
校
校
長
）
、
綿
谷
才

ら

rP 
の

補
習
教
育
関
係
者
で
あ
り
市
の
修
養
団
運
動
の
担
い
手
で
も
あ
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
鳴
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
綿
谷
が

都市政治構造の変容と存続

市
連
青
の
機
関
紙
『
神
戸
市
の
青
年
』
紙
上
で
、
「
一
事
慣
行
百
併
」
と
し
て
、
「
簡
易
生
活
、
安
価
生
活
ヲ
心
掛
ク
ル
コ
ト
L

「
子
弟
教
育
貯
金
、

結
婚
準
縮
貯
金
ヲ
ス
ル
コ
ト
」
「
子
供
ノ
勤
労
ニ
タ
イ
シ
テ
ハ
一
定
ノ
報
酬
桝
ヲ
与
エ
之
ヲ
貯
蓄
セ
シ
ム
ル

コ
ト
L

と
い
っ
た
日
常
生
活
上
の
心
得
を
強
調
し
た
よ
う
に
、
青
年
団
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
も
、
そ
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
間

員
個
々
人
の
生
活
改
善
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
指
導
方
針
の
背
景
に
は
、
彼
等
な
り
の
現
状
認
識
が
あ
っ
た
。
『
神
戸
市
の
青
年
』
七

O
号
（
昭
和
四
年
二
月
）
に
掲

第二節

載
さ
れ
た
山
序
回
軒
造
の
「
所
感
」
を
要
約
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

我
閣
は
米
が
約
一
割
足
り
な
い
。

し
か
も
そ
の
足
り
な
い
米
を
作
る
肥
料
の
約
一
一
一
分
の
一
は
外
国
か
ら
輪
入
し
て
い
る
。
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そ
の
他
、
大
な
る
は
自
動
車
諸
機
械
よ
り
、
小
な
る
は
卵
、
野
菜
、
下
駄
、
傘
に
亙
る
ま
で
、

日
常
口
仰
は
こ
と
ご
と
く
輸

入
し
て
お
り
、
か
く
し
て
毎
年
幾
憶
の
富
が
外
国
に
流
出
し
、
欧
州
大
戦
中
一

問
低
あ
っ
た
日
本
の
金
貨
は
、
今
や

一
一
低
に
ま
で
減
じ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
調
子
で
行
け
ば
日
本
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
民
は
浮
翠
放
縦
に
ひ
た
っ
て
い
る
。
遊
興
費
が
年
間

O
億
円
、
飲
酒
に
費
や
さ
れ
る
額
が

ニ
億
円
、

一
日
の
煙
車
代
が
七
六
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
控
湯
放
縦
の
結
果
、
国
民
の
健
践
状
態
は
低
下
し
て
、
多
額
の
金
を
消

捜
し
、
少
し
も
国
家
に
食
献
せ
ず
し
て
死
ぬ
幼
年
青
年
の
死
亡
者
数
が
世
界
第

で
あ
る
。

ま
た
、
米
、
が
足
り
な
い
の
に

混
食
す
る
も
の
が
秘
め
て
少
な
い
。
悶
民
が
少
し
党
臨
す
れ
ば
重
大
な
食
糧
問
題
も
直
ち
に
解
決
さ
れ
る
。
ま
た
、
田
氏

一
般
に
労
働
を
嫌
い
、
働
く
こ
と
が
少
な
く
し
て
報
酬
を
多
く
得
ょ
う
と
す
る
結
果
、
能
率
は
低
く
賃
金
は
高
く
、

マコ
し、

に
位
界
一
労
銀
の
高
い
闘
と
な
っ
て
、
物
価
も
高
騰
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
で
は
当
時
の
物
価
高
騰
、
輸
入
超
過
と
い
っ
た
経
済
状
態
の
悪
化
の
原
因
が
、
国
民
の
消
費
生
活
に
帰
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
発
想
は
、
浜
口
雄
幸
民
政
党
内
閣
下
で
金
解
禁
実
施
に
む
け
て
展
開
さ
れ
た
公
私
経
済
緊
縮
・
教
化
総
動
員
運
動

を
受
け
入
れ
る
下
地
を
用
意
し
た
。
市
連
青
で
は
、
機
関
紙
上
に
文
部
省
か
ら
の
「
教
化
動
員
に
関
す
る
撤
」
が
第
一
面
で
燭

載
さ
れ
、
第
八
回
青
年
講
座
で
は
「
金
解
禁
が
物
価
に
及
ぼ
す
影
響
」
が
講
義
さ
れ
る
な
ど
、
一
様
蒙
活
動
が
行
わ
れ
た
。
単
位

青
年
間
レ
ベ
ル
で
は
、
一
平
野
青
年
間
（
淡
区
）
が
、
こ
の
運
動
に
か
か
わ
る
団
員
申
し
合
わ
せ
事
項
と
し
て
、
神
宮
・
皇
賠
の
謹

拝
、
職
業
の
能
率
向
上
、
予
算
生
活
、
貯
議
の
実
行
、
間
産
口
仰
の
愛
用
、
禁
酒
、
団
員
中
の
失
職
者
の
求
職
運
動
な
ど
を
決
議

し
た
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経
済
更
生
還

動
と
脇
陣
年
図

こ
の
民
政
党
内
閣
の
の
ち
犬
養
毅
政
友
会
内
閣
が
成
立
し
た
が
、
昭
和
七
年
去
月
十
五
日
の
五
・
一
五
事
件

に
よ
っ
て
倒
れ
、
政
党
内
閲
が
終
り
を
告
げ
、
海
軍
大
将
斎
藤
突
な
首
班
と
す
る
「
挙
悶
一
致
」
内
閣
が
成

立
し
た
。
そ
の
斎
藤
内
閣
の
下
で
展
開
さ
れ
た
経
済
更
生
運
動
は
、
農
山
漁
村
の
救
済
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
兵
庫
県
で
は
、
県
の
青
年
間
に
よ
る
産
業
研
究
へ
の
助
成
金
交
付
は
、
全
て
郡
部
を
対
象
と
し
て
い
た
。

一
方
、
県
連
合
青
年
間
へ
の
負
担
は
、
昭
和
八
年
で
は
神
戸
市
が
一
一
一
三
七
円
四

O
銭
で
、
県
下
ニ
五
郡
の
一
平
均
四

円

銭
、
な
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
た
。

こ
の
時
期
市
内
青
年
間
の
担
い

の
生
活
は
な
お
悶
難
で
あ
っ
た
。
「
中
百
年
間
員

し
か
も
、

と
し
て
、
問
の
為
に
は
非
常
に
よ
く
働
い
て
居
ら
れ
た
方
で
あ
る
が
、
不
幸
に
し
て
事
業
の
失
敗
の
為
め
、
叉
勤
務
先
の
都
合

等
に
依
り
て
失
業
さ
れ
、
そ
の
為
に
や
む
な
く
青
年
団
員
生
活
よ
り
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
ら
れ
た
方
を
よ
く
見

受
け
ま
す
L

（
『
神
戸
市
の
腎
年
』
昭
和
八
年
四
月
）
と
あ
る
よ
う
な
事
態
も
出
現
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
都
市
青
年
聞
の
農
村
に
対
す
る
利
害
対
立
意
識
が
高
ま
っ
た
。
そ
こ
で
都
市
青
年
聞
は
県
か
ら
独
立
し
、
単
独
で

都市政治構造の変務と再編

中
央
の
連
合
組
織
に
加
盟
し
よ
う
と
し
た
。
昭
和
八
年
十
月
に
間
開
催
さ
れ
た
全
器
商
工
精
励
青
年
大
会
で
は
、
全
日
阿
部
市
青
年

間
相
互
の
連
絡
と
、
大
日
本
連
合
青
年
間
に
都
市
専
門
の
管
掌
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。
そ
し
て
中
小
商
工
業

者
救
済
の
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
青
年
間
が
幹
部
を
中
心
に
中
小
商
工
業
者
の
救
済
を
主
張
す
る
運
動
や
政
治
運
動
を
起
こ
そ
う
と
す
る

壮
年
団

の
結
成

こ
と
は
、
青
年
間
と
し
て
の
性
格
上
部
難
で
あ
っ
た
。

し
か
も
次
項
で
ふ
れ
る
よ
う
に
衛
生
組
合
や
町
会
も
政
治

第二節

運
動
か
ら
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

壮
年
間
、
が
衿
戸
市
で
組
織
さ
れ
始
め
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
で
あ
っ
た
。
壮
年
間
と
は
、
当
時
中
央
に
お
け
る
選
挙
粛
正

近代・5見代歴史編N
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運
動
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
田
沢
義
錦
ら
が
、
悶
運
動
の
中
軸
を
担
わ
せ
る
べ
く
全
国
に
呼
び
か
け
て
結
成
し
た
壮
年
腐
の

団
体
で
あ
る
。
神
戸
市
で
は
昭
和
十
年
に
、
元
町
五
丁
目
の
一
万
五
壮
年
間
、
菩
合
の
旗
塚
壮
年
間
が
相
次
い
で
結
成
さ
れ
、
ま

Tこ

回
青
年
会
な
ど
で
は
、
内
部
を
青
年
部
・
壮
年
部
に
分
け
、
そ
の
う
ち
壮
年
部
は
実
質
的
に
一
一
一
回
壮
年
間
の
形
態
と
な
っ

た
。
や
が
て
昭
和
十
五
年
に
は
、
市
連
背
の
幹
部
出
身
者
を
中
心
に
神
戸
迎
合
壮
年
国
の
結
成
が
目
指
さ
れ
る
ο

こ
う
し
た
中
で
昭
和
十
年
一
一
一
月
、
神
戸
市
連
合
青
年
出
罰
則
の
改
正
を
は
じ
め
と
し
た
組
織
の
再
編
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
市
連
青
で
は
理
事
長
に
は
市
の
社
会
教
育
課
長
、
常
任
理
事
に
は
同
課
主
事
と
、
役
員
に
占
め
る
市
の
吏
員
の
比
重
が

高
ま
り
、
公
選
に
よ
る
理
事
・
評
議
員
は
若
干
名
と
さ
れ
た
。

方
、
各
単
位
青
年
団
に
お
い
て
は
問
員
を
二
五
歳
以
下
と
す

る
年
齢
制
限
が
関
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
町
会
や
青
年
間
の
「
中
立
化
」
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、
や
が
て
翼
賛
体
制
の
政
治
的

J
夫
践
部
分
」

（
翼
賛
壮
年
間
）
を
形
成
す
る
壮
年
間
が
別
途
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

3 

衛
生
組
合
の
変
化
と
行
政
区

原
尿
汲
取
料
問

題
と
衛
生
組
合

昭
和
恐
慌
下
、
神
戸
市
で
お
こ
っ
た
茂
裂
な
政
治
問
題
に
県
尿
汲
取
料
金
徴
収
問
題
が
あ
る
。

昭
和
五
年
十
一
一
月
四
日
、
市
の
臨
時
財
務
時
査
会
に
、
黒
瀬
市
長
よ
り
採
尿
汲
取
料
金
の
徴
収
案
が
諮
問

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
公
債
の
低
利
借
り
換
え
や
電
気
・
水
道
な
ど
独
立
会
計
か
ら
の
一
般
市
費
へ
の
操
り
入
れ
、
区
役
所
設
置

に
よ
る
行
政
整
理
と
と
も
に
、
市
の
行
財
政
建
て
直
し
策
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
恐
慌
下
、
市
の
財
政
は
逼
迫
し
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て
い
た
。
市
税
徴
収
は
制
限
額
に
達
し
、
当
時
の
民
政
党
内
閣
の
緊
縮
財
政
策
の
も
と
で
は
、
増
税
は
見
込
み
え
な
か
っ
た
。

そ
の
中
で
同
年
の
汚
物
帰
除
法
改
正
に
よ
り
、
市
に
憶
久
財
源
と
し
て
徴
収
が
認
め
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
課
尿
汲
取
料
徴
収
で

あ
る
。具

体
的
な
料
金
賦
課
方
法
は
、
当
初
、
便
所
一
カ
所
に
つ
き
ひ
と
月
あ
た
り

（
一
荷
あ
た
り
約
二
斗
五
升
）
を
汲
み
取
る
こ

と
と
し
、

ω市
直
営
の
場
合
は
一
一
一
五
銭
、

荷
を
増
す
ご
と
に
一

O
銭
、
仰
市
直
営
以
外
は
一
一

O
銭
、
趨
過
料
金
は
同
じ
、
と

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
六
年
度
よ
り
約
七

O
万
円
の
収
入
が
見
込
ま
れ
、
徴
収
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費
を
除
い
て
も
、

U
1
4年
寸

h
y
口」

、
一
二
什
μ
1
v
m
H
Vい

万
円
の
汲
取
費
が
そ
れ
で
賄
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
れ
は
人
頭
税
に
も
近
く
、
苦
し
い
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
た
市
民
に
と
っ
て
は
打
撃
で
あ
っ
た
た
め
、
大
規
模
な
反
対
連
動
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。

反
対
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
衛
生
組
合
で
あ
っ
た
。
衛
生
組
合
は
、
汲
取
事
業
が
「
市
営
」
と
な
っ
た
の
ち
も
地
域
の

都市政治構造の変容と再編

末
端
に
お
い
て
そ
の
散
替
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
料
金
徴
収
の
実
施
は
、
同
組
合
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
た
。
昭
和
五
年
十
二
月
十
六
日
、
林
田
区
衛
生
組
合
連
合
会
代
表
が
市
長
を
訪
れ
陳
情
を
行
な
っ
た
際
の
皮
対
理
由
に

は、

J
、
康
成
汲
取
料
の
鍛
収
は
、
社
会
政
策
に
反
し
、
時
勢
を
考
へ
ざ
る
庶
民
階
級
均
一
の
負
担
で
あ
る
こ
と
。
一
一
、
衛
生

組
合
法
規
が
通
過
し
な
い
今
日
、
問
時
尿
、
投
取
料
を
徴
収
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
衛
生
組
合
を
渋
滅
に
み
ち
び
く
も
の
で
あ
る
」

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（
『
又
新
』
昭
和
五
年
十
二
月
十
七
日
）
。

以
後
、

同
組
合
の
反
対
運
動
は
全
市
規
模
へ
と
発
展
し
、

い
に
市
会
で
の
議
決
を
控
え
た
翌

二
十
五
日
に
は
、
役
員
六

O
O人
が
市
役
所
に
押
し
掛
け
、
市
議
を
順
々
に
市
庁

第二節

の
中
庭
に
ひ
き
だ
し

る
な
ど
、

「
稀
に
み
る
争
議
そ
の
ま
L
の
場
而
」
を
話
す
る
ま
で
に
一
会
っ
て
い
る

々
反
対
の

（
『
又
新
』
昭
和
六
年
一
一
一
月
二
十
六
日
）
。

近代・現代自主史昔話N
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決算しの推移

昭和3年度 昭和4年度 昭和5年度 昭和6年度 昭和7年度

7, 148~63 同 円 Pl 
6, s9／司58 7,300.42 7, 281. 29 7,086. 70 

342.82 395.29 429.07 24.82 11. 40 

36.06 31. 96 23.81 23.34 32.01 

7, 527. 71 7, 727.67 7, 734. 17 7, 134.86 6,938.99 

7, 741. 20 8,693.12 10,586.39 433. 62 1, 004. 25 

15, 268. 71 16,420. 79 18,320. 56 7, 568.48 7,943.24 

6, 240.34 5,834.40 7, 252.43 6,386.56 6, 394. 13 

300.06 361. 12 363.66 357. 79 323.65 

3,490.53 3, 231. 60 3,345. 77 3,315. 76 3,229. 12 

384.00 384.00 384.00 384.00 384.00 

924.00 924.00 910.67 924.00 979.00 

335.25 634. 51 177.67 866.45 

8,693. 12 10, 586.39 433.62 1, 004. 25 682.66 

市
会
内
で
も
構
生
組
合
に
地
盤
を
持
つ
議
員
は

多
く
、

そ
の
結
果
当
時
の
中
和
会
（
民
政
党
）
・
昭

和
会
（
政
友
会
）
・
公
友
会
（
中
立
）
な
ど
、

い
ず
れ
の

会
派
で
も
市
長
擁
護
派
と
徴
収
反
対
派
と
の
対
立

が
あ
ら
わ
と
な
っ
た
。
結
局
、
徴
収
免
除
点
の
設

定
な
ど
修
正
の
上
で
条
例
は
可
決
さ
れ
た
が
、
実

施
は
一
年
延
期
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
七
年
度
に
、

徴
収
総
額
三
五
万
円
と
大
幅
な
削
減
を
み
た
上
で

よ
う
や
く
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

衛
生
組
合
の

法
人
化
問
題

衛
生
組
合
が
こ
の
よ
う
に
強
硬

な
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
背
景

に
は
、
林
田
区
連
合
会
の
陳
情
に
見
ら
れ
た
よ
う

月からき呈年3月までの 1年間。

に
、
当
時
第
五
九
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
た
「
街

生
組
合
法
案
」

（
政
府
提
出
）
の
通
過
い
か
ん
が
深

く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
衛
生
組
合
を
法
人

と
し
、
こ
れ
ま
で
組
合
長
の
個
人
名
で
管
理
さ
れ

て
い
た
組
合
財
産
を
間
体
と
し
て
管
理
す
る
権
限

742 第四章一五年戦争下の神戸



者！Im政治機迭の変容と潤：編第二節

平野衛生組合収支

E民 日 大正12年度 大正13年度 大正14年度 昭和Ht度

F号 P3 
7, 070.円64 7, 073月. 62 衛 生 主主 5,609. 18 6,974. 70 

預金利子 235.25 245.48 267.44 328.81 

』~fi JI又 入 23.24 50.52 19.67 145.22 

計 5,867.67 7,270. 70 7,357. 75 7, 547.65 

前年度繰越 4, 073. 18 3,509.45 5,017.32 6.227. 76 

その｛色合計 9, 940.85 10, 780. 15 12,375.07 13, 77 5. 41 

表 188
入mz ）

 

4
Eム
，，ss
‘、

出

経常後

会議投

下水掃除草世

帯務所家賃

給料

臨時交

次主F'皮繰越

5,926.21 

230. 15 

3, 517.60 

384.00 

924.00 

108.00 

7, 741. 20 

6,946. 20 

375. 10 

4,060.45 

384.00 

936.00 

50.00 

5,378.87 

5,686.38 

283. 72 

3, 215.48 

384.00 

920.00 

76.45 

5,017.32 

6,211.19 

328.59 

3,320. 53 

384.00 

900.00 

220.21 

3,509.45 

支( 2 ) 

（注） 経常資の:rJ'.l図は主主主なもののみ。大:iEI4年まではそれぞれsf'Iから翌年7月まで， 111rn12年以降は4
資料： r平野衛生組合収支報告J1§-生p)Jt

を
与
え
、
ま
た
組
合
費
の
強
制
徴
収
権
、
組
合
事

業
に
対
す
る
使
用
料
・
手
数
料
の
徴
収
機
、
市
長

の
監
督
権
限
を
定
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
法
案
が
必
要
と
な
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

昭
和
初
期
に
な
る
と
、
街
生
組
合
は
そ
の
活
動

範
附
間
を

層
広
げ
、
市
に
地
域
の
改
善
を
求
め
る

陳
情
・
請
願
な
ど
の
活
動
を
活
発
に
展
開
す
る
。

例
え
ば
和
田
川
町
な
ど
の
都
市
計
画
事
業
に
よ
る

道
路
拡
援
に
伴
う
受
益
者
負
担
反
対
運
動
（
大
正

十
四
年
、
淡
西
区
）
、
芸
会
区
連
合
会
の
披
急
高
架

線
乗
り
入
れ
反
対
運
動
（
昭
和
二
J
四
年
）
、

さ
ら

に
昭
和
五
年
神
戸
港
修
築
卒
業
が
時
の
政
府
の
緊

縮
政
策
に
よ
っ
て
繰
り
延
べ
ら
れ
た
探
に
は
、
全

市
四
百
の
組
合
が
一
丸
と
な
っ
て
反
対
運
動
を
展

関
す
る
な
ど
、
町
か
ら
区
・
市
に
い
た
る
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ベ
ル
の
「
地
域
」
の
問
題
に
積
秘
的
に
た

近代・現代E歪~総N743 



ず
さ
わ
り
、
住
民
を
代
表
し
て
そ
の
利
申
告
を
主
張
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
各
町
の
衛
生
組
合
を
統

す
る
機
関
と
し
て
は
、
大
正
十
一
一
年
七
月
に
神
戸
市
衛
生
組
合
連
合
会
が
結
成
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
市
長
を
名
誉
会
長
と
し
、
全
市
衛
生
組
合
の
役
員
約
四
千
人
を
組
織
し
た
も
の
で
あ
る
。
事
務
所
は
市
役
所
内

に
置
か
れ
て
い
た
。
役
員
に
は
魚
澄
惣
一
郎
（
初
代
会
長
、
米
穀
a

浦
、
一
潟
市
議
）
、
西
川
荘
一
一
一
（
初
代
副
会
長
↓
二
代
田
会
長
、
海
運
業
、

市
会
議
員
、
商
業
会
議
所
副
会
頭
）
、
西
村
正
次
（
理
事
、
貿
易
商
、
市
会
議
員
）
、
木
下
勢
一
一
一
（
理
事
、
海
運
業
、
市
会
議
員
）
、
大
越
兵
蔵

（
理
事
、
薬
穏
街
、
神
戸
鶏
勲
会
副
会
長
）
と
い
っ
た
、
市
内
の
資
産
家
と
目
さ
れ
る
人
々
が
就
任
し
て
い
た
（
大
正
十
四
年
）
。
そ
の
中

心
的
存
在
で
あ
っ
た
関
川
荘

っ
商
川
君
の
如
き
は
米
の
貸
手
方
を
一
手

米
騒
動
時
の
市
に
よ
る
米
の
旅
売
に
お
い
て
、

で
引
受
け
た
や
う
に
先
に
立
っ
て
奮
闘
努
力
し
た
し
（
『
又
新
』
大
正
八
年
一
月
二
十
六
日
）
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
彼
等
は
、
地
域

秩
序
建
て
誼
し
の
必
要
を
痛
感
し
、
み
ず
か
ら
先
頭
に
立
っ
て
そ
れ
を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
物
で
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
昭
和
初
頭
に
な
る
と
、
衛
生
組
合
は
地
域
住
民
が
毎
月
支
払
う
組
合
費
（
衛
生
投
）
に
よ
っ
て
経
費
を
賄
う
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
表
出
は
撰
区
平
野
衛
生
組
合
の
収
支
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
歳
入
に
占
め
る
衛
生
費
の
割
合

が
い
か
に
高
か
っ
た
か
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
衛
生
組
合
は
、
到
に
預
貯
金
、
不
動
産
、
償
券
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
財
産
を

所
有
し
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
組
合
に
よ
っ
て
違
っ
て
お
り
、
毎
月
の
衛
生
費
を
積
み
立
て
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
旧
来
の
共
有

財
産
の
売
却
金
を
預
金
し
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
住
民
も
無
関
心
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
組
合
の
会
計
や
財
産
に
つ
い
て
は
明
確
な
管
理
規
程
が
な
く
、
特
に
財
産
は
、
総
合
が
法
人
格
を
持
た

な
い
た
め
、
組
合
長
個
人
の
名
義
で
管
理
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

し
か
も
、
役
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
も
法
規
で
具
体

的
に
は
規
程
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
衛
生
組
合
が
地
域
に
と
っ
て
有
用
と
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
組
合
費
の
運
用

744 一五年戦争下の神戸第四主主



や
役
員
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
頗
繁
に
内
紛
が
発
生
す
る
。
普
選
実
施
に
と
も
な
う
地
域
へ
の
政
党
潤
対
立
の
浸
透
は
、
こ
う
し
た

事
態
を
よ
り
深
刻
化
し
た
。
吋
神
戸
新
開
』
（
昭
和
五
年
十
月
八
日
）
に
よ
れ
ば
、
「
急
激
に
組
合
本
来
の
立
場
が
と
み
に
政
党
化
さ

れ
、
加
ふ
る
に
町
内
有
力
者
の
勢
力
争
い
に
基
づ
く
内
部
の
札
機
が
益
々
尖
鋭
化
し
露
骨
支
部
す
情
勢
に
立

つ
R

叩

O

H
ド
ト
り
、

φ
J
a
h
F
φ
ピ

現
在
市
内
で
一
町
内
に
二
倒
の
衛
生
組
合
を
有
せ
る
も
の
は

一
十
ケ
所
以
上
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
衛
生
組
合

の
法
制
化
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

法
制
化
に
む
け
て
の
運
動
と
し
て
は
、

レ
ベ
ル
で
は
大
正
九
年
以
来
、
全
国
衛
生
組
合
連
合
会
に
よ
る
政
府
・
議
会
へ

の
建
議
が
畏
隠
さ
れ
た
。
京
阪
神
一
ニ
都
市
参
事
会
に
よ
る
建
議
も
あ
り
、
県
内
で
も
昭
和
五
年
十

月
に
は
、
神
戸
・
姫
路

西
宮
口
・
尼
崎
・
明
石
の
五
市
が
兵
庫
県
衛
生
組
合
大
会
を
州
開
催
し
て
法
制
化
に
む
け
て
の
決
議
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
勤
き
を
う
け
て
、
さ
き
に
掲
げ
た
「
衛
生
組
合
法
案
」
が
第
五
九
議
会
に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
案
の

な
か
で
は
、
衛
生
組
合
は
市
に
属
す
る
事
務
の
捕
助
を
行
な
い
（
第
三
条
）
、

ま
た
、
手
数
料
、
な
徴
収
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

都市政治構造の変若手と蒋稲

い
た
（
第
二
条
）
。
そ
し
て
、
衛
生
組
合
が
行
う
べ
き
適
切
な
事
業
に
は
、
「
毘
尿
ノ
汲
取
運
搬
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
う

し
て
、
こ
の
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、
衛
生
組
合
は
法
人
と
し
て
都
市
伎
民
生
活
に
不
可
欠
な
康
成
汲
敢
事
業
宏
、
住
民
か
ら
の

手
数
料
徴
収
の
も
と
に
行
え
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
衛
生
組
合
が
、
法
案
成
立
以
前
に
市
に
よ
る
保
尿
汲
取
料
徴
収
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
反
対
を
示
す
理
由
が
あ
っ
た
。

県
尿
汲
取
料
徴
収
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
衛
生
組
合
と
は
別
に
反
対
を
主
張
し
た
も
の
と
し
て
、
神
戸

神
戸
市
従
業
員
組

合
と
無
産
政
党

市
従
業
員
組
合
（
結
成
時
は
神
戸
市
従
業
員
述
盤
）
と
無
産
政
党
の
動
き
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
神

第二節

戸
市
従
業
員
組
合
の
機
関
紙
『
神
戸
労
働
新
開
』
（
昭
和
六
年
二
月
二
十
日
）
は
、
廃
尿
汲
取
料
金
の
徴
収
制
定
に
つ
い
て
、

「一品口
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は
唯
だ
混
同
々
の
利
害
だ
け
の
意
味
か
ら
で
な
く
、

般
無
産
市
民
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
絶
対
に
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
L

と
訴
え
て
い
た
。

神
戸
市
従
業
員
組
合
は
、
昭
和
四
年
十
一
月
一
一
一
日
、
市
の
原
尿
汲
取
、
開
示
μ

掃
除
に
携
わ
る
作
業
員
約
千
名
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
た
。
当
時
の
市
の
汚
物
処
理
に
あ
た
る
作
業
員
の
待
遇
は
劣
悪
な
も
の
で
あ
っ
た
。
県
尿
汲
取
に
限
っ
て
み
て
も
、
手
押

し
車
や
馬
車
な
使
っ
て
、

の
県
尿
を
搬
出
し
、
こ
れ
に
対
し
て
市
か
ら
支
給
さ
れ
る
日
給
は
一
人
平

一
日
に
五
石
か
ら

均
一
門
八

O
銭
で
、
仮
に
ひ
と
月
一
一
一

O
日
労
働
し
た
と
し
て
も
月
額
五
閲
円
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
工
場
労
働

の
約
半
分
の
水
機
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
市
従
業
員
組
合
は
、
待
遇
改
議
、
公
休
日
の
設
定
や
忌
引
の
公
認
、
共

済
組
合
の
設
置
な
ど
を
求
め
て
街
級
的
な
活
動
を
畏
閉
し
た
。
そ
し
て
こ
の
市
従
業
員
組
合
を
指
導
し
た
の
が
、
当
時
の
無
産

運
動
家
、
と
く
に
森
脇
甚
一
や
日
本
大
衆
党
（
↓
全
悶
大
衆
党
）
の
、
氷
江
一
夫
、
松
沢
兼
人
ら
で
あ
っ
た
。
当
時
市
電
ス
ト
が
発
生

し
、
市
行
政
の
中
に
も
労
働
運
動
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
こ
う
し
た
動
き
は
全
市
の
従
業
員
に
団
結
の
可
能
性
を
も
た

ら
し
た
。

こ
う
し
た
市
従
業
員
組
合
や
全
際
大
衆
党
な
ど
の
運
動
も
、
衛
生
組
合
の
存
在
を
め
ぐ
っ
て
は
微
妙
な
動
き
を
み
せ
た
。
間
関

え
ば
然
成
派
の
市
会
議
員
で
あ
っ
た
森
脇
甚
一
な
ど
は
、
京
阪
神
一
一
一
都
市
参
事
会
の
行
っ
た
♂
間
生
総
合
法
」
制
定
促
進
建
議

に
、
市
参
事
会
を
代
表
し
て
署
名
を
し
た
人
物
で
も
あ
－
っ
た
。
そ
の
怠
味
で
彼
等
は
、
衛
生
組
合
の
よ
う
な
地
域
住
民
組
織
を

全
く
一
合
定
ず
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

行
政
区
の

設
置

県
尿
汲
数
料
徴
収
の
実
施
と
と
も
に
、
昭
和
恐
慌
下
に
実
施
さ
れ
た
政
策
と
し
て
見
逃
せ
な
い
も
の
に
、
行
政

区
の
設
置
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
年
十
二
月
か
ら
翠
六
年
一
一
一
月
の
市
会
の
稼
議
を
経
て
、
間
六
年
九
月
一
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自
に
開
設
さ
れ
た
も
の
で
、
市
内
を
灘
・
葺
合
・
神
戸
・
湊
東
・
擦
・
湊
四
・
林
田
・
須
藤
の
八
広
に
分
け
、
区
長
・
区
主
事

で
あ
る
。

ほ
か
吏
員
を
配
置
し
、
戸
籍
・
税
務
・
就
学
・
兵
事
お
よ
び
衆
議
院
議
員
・
県
会
議
長
選
挙
な
ど
の
諸
事
務
を
分
掌
す
る
も
の

一
行
政
区
は
、
内
務
大
陸
の
指
定
さ
へ
得
た
ら
、
委
譲
事
務
の
如
き
も
市
長
が
必
要
な
り
と
認
め
、
市
会
が
協
賛
す
れ
ば
相

都市政治構造の変谷と再編第二節

区役所の発足（左淡商，右林間）

cw又新」昭和6年8月30日〕
写真 60

当
広
範
閥
に
わ
た
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
（
略
）
い
は
い
二
巾
の
現
業
事
務
の
ほ

と
ん
ど
全
部
は
仮
に
引
き
つ
が
れ
た
と
い
ふ
わ
け
で
、
今
後
市
は
市
政
の
最

世
間
的
方
針
計
踏
を
さ
だ
め
、
こ
れ
が
施
行
に
は
主
と
し
て
一
区
が
直
接
あ
た
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
か
ら
区
役
所
な
る
も
の
の
新
設
は
市
民
生
活
と
重
大

な
関
係
が
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
吋
又
新
』
昭
和
六
年
九
月
一
日
）

と
こ
ろ
で
、
行
政
誌
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
議
論
が
繰

り
返
さ
れ
、
そ
の
つ
ど
経
費
な
ど
の
関
係
で
実
施
が
見
送
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
れ
が
昭
和
恐
境
下
の
財
淑
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
施
、
な
み

た
の
は
、
ま
ず
第

に
東
部
一
一
一
カ
町
村
（
灘
区
）
の
編
入
に
よ
り
市
域
が
拡
張
さ

れ
た
こ
と
、
第
一

に
基
本
的
に
は
出
学
区
域
や
学
区
制
廃
止
後
の
新
編
入
市
域

（
須
磨
・
灘
）
の
統
廃
合
を
行
わ
ず
そ
れ
ぞ
れ
を
独
自
に
行
政
区
と
し
た
こ
と
、

に
区
役
所
庁
舎
の
新
設
を
避
け
る
な
ど
経
費
の
切
り
詰
め
を
行
な
い
、
市

会
内
外
の
反
発
を
和
ら
げ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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ま
た
、
行
政
区
の
設
置
に
関
連
し
て
、
並
行
し
て
行
わ
れ
た
市
の
行
政
整
理
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
当
時
新

関
紙
上
な
ど
で
は
、
盛
ん
に
市
政
事
務
の
刷
新
に
つ
い
て
つ
能
率
第

の
『
事
務
合
理
化
』
『
人
物
の
経
済
化
』
」
の
実
現

が
唱
え
ら
れ
（
『
神
戸
』
昭
和
六
年
八
月
六
日
）
、

黒
瀬
市
長
も
ま
た
そ
の
推
進
の
意
志
を
表
明
し
て
い
た
。

そ
の
た
め

し
か
し
、

に
必
要
な
吏
員
の
人
材
獲
得
に
つ
い
て
は
、

「
優
秀
な
人
材
が
市
役
所
に
あ
つ
ま
ら
な
い
所
以
、

一
は
給
料
の
安
き
に
在
る
が
、

こ
は
過
去
久
し
き
に
一
足
る
情
突
採
用
の
た
め
（
議
員
そ
の
他
所
説
有
力
者
の
推
薦
に
よ
る
）
、
新
進
気
鋭
の
学
校
出
を
し
て
は
い
る
余

地
な
か
ら
し
め
L

（
向
上
）
た
と
い
う
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
六
年
八
月
に
行
わ
れ
た
市
の
行
政
整
理
で
は
、

局
課
廃
合
に
よ
り
課
長
級
間
人
、
主
事
級
一

O
人
を
は
じ
め
合
計
一
ニ
八
人
に
及
ぶ
人
員
が
整
恕
さ
れ
、
退
職
者
も
三
二
五
人

に
達
し
た
。
ま
た
、
市
吏
員
任
用
規
程
を
改
正
し
、
吏
口
氏
の
試
験
採
用
実
施
と
い
っ
た
人
材
獲
得
の
た
め
の
制
度
が
導
入
さ
れ

fこ
行
政
区
の
設
置
も
、
こ
う
し
た
動
き
の

環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
設
位
さ
れ
た
行
政
区
の
区
長
の
人
事
に
あ

た
っ
て
は
、
補
佐
役
で
あ
る
匹
主
事
と
と
も
に
、
相
当
の
人
材
が
抜
擢
さ
れ
た
。

た
と
え
ば
、
神
戸
区
長
横
尾
繁
六
は
、
前
職

で
あ
っ
た
教
育
課
長
時
代
に
は
、
一
一
部
教
授
制
廃
止
な
ど
の
懸
案
事
項
を
一
手
に
解
決
し
て
き
た
人
物
で
あ
っ
た
。
灘
区
長
金

井
一
克
雄
は
、
前
職
は
電
気
局
庶
務
課
長
で
あ
り
、
給
電
機
問
題
が
懸
案
と
な
っ
て
い
た
問
区
に
、
そ
の
専
門
家
が
配
属
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
菩
合
区
で
も
、
区
内
の
不
良
住
宅
改
替
問
題
と
か
か
わ
っ
て
、
区
長
に
は
内
務
省
社
会
局
か
ら
五
十
嵐
幸
雄
が

社
会
行
政
の
専
門
家
と
し
て
招
か
れ
た
。
以
下
、
湊
東
区
に
は
岩
井
光
次
郎
（
前
市
会
計
課
主
事
）
、
湊
区
に
は
藤
尾
順
保
、
湊
商

区
に
は
有
方
新
治
（
前
市
社
会
教
育
係
）
、

林
田
一
弘
に
は
中
川
極
（
前
市
税
務
課
長
）
、

須
磨
区
に
は
中
村
中
（
前
兵
庫
県
地
方
談
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
思
長
に
就
任
し
た
。
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な
か
で
も
、
渡
西
院
長
と
な
っ
た
有
方
新
治
は
、
こ
れ
ま
で
市
教
育
課
配
属
後
、
市
の
連
合
青
年
間
常
任
理
事
と
し
て
、

年
国
活
動
の
中
心
を
担
っ
て
き
た
人
物
で
あ
り
、
個
人
修
養
に
よ
る
青
年
間
の
生
活
改
善
、
実
業
教
育
の
普
及
を
推
進
し
て
き

た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
、
や
が
て
行
わ
れ
る
選
挙
粛
正
連
動
に
お
い
て
、
地
区
の
実
行
委
員
会
長
と
し
て
そ
の
運
動
を
主

導
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

行
政
区
と

選
挙

「
選
挙
の
事
務
を
も
一
区
役
所
に
引
き
つ
ぎ
た
い
と
の
考
へ
だ
と
す
れ
ば
、
現
在
の
区
を
標
準
と
し
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
区
界
争
ひ
や
そ
の
他
店
介
な
問
題
が
起
こ
ら
ぬ
と
も
限
ら
な
い
」
（
『
又
新
』
昭
和
五
年
十
二
月
七
日
）
と
い

わ
れ
た
よ
う
に
、
行
政
区
が
、
悶
学
区
域
や
編
入
市
域
を
単
位
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
選
挙
事
務
と
の
か
か
わ
り
が
重
説
さ
れ

た
か
ら
で
あ
っ
た
。
事
実
、
区
役
所
が
開
設
さ
れ
た
昭
和
六
年
九
月
は
、
第
一
一
回
普
選
に
よ
る
県
会
議
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
る

時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
「
地
方
代
表
制
度
の
主
棋
は
共
同
の
利
害
関
係
を
有
す
る
も
の
を
し
て
共
同
の
選
挙
に
参
与

都市政治構造の変容と再編

せ
し
め
、
地
域
利
害
関
係
を
代
表
せ
し
む
る
に
夜
り
。
区
を
以
て
選
挙
区
と
す
る
制
度
は
地
方
代
議
制
度
の
主
張
に
合
致
せ
る

も
の

は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」
（
『
神
戸
』
昭
和
九
年
十
一
月
十
日
）
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
昭
和
九
年
か
ら
、

県
会
選
挙
の
選
挙

区
が
行
政
誌
を
単
位
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
翌
十
年
の
選
挙
粛
正
運
動
下
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
行
政
区
の
下
で
は
、
衛
生
組
合
な
ど
の
地
域
住
民
組
織
が
区
単
位
に
結
集
を
図
り
、
地
域
の
共
同
科
書
や
郷

土
意
識
高
揚
の
動
き
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
神
戸
区
の
衛
生
組
合
は
、
区
役
所
が
設
置
さ
れ
る
の
を
機
会
に
各
ほ

毎
の
連
合
会
を
つ
く
り
、
区
役
所
と
協
調
し
て
衛
生
組
合
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
べ
き
だ
と
の
主
張
の
も
と
に
、
市
連
合
会
の

第二節

分
立
を
唱
え
て
い
る
（
『
神
戸
』
昭
和
六
年
四
月
二
十
四
日
）
。

ま
た
、
旋
回
区
の
場
合
に
は
、
郷
土
観
念
を
揃
え
付
け
る
た
め
に
も
、

隆
史
的
治
卒
、
な
尊
重
す
る
意
味
か
ら
も
旧
「
兵
庫
L

の
名
称
を
用
い
る
べ
き
だ
と
、
区
の
名
称
変
更
を
衛
生
組
合
が
市
に
陳
情
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し
て
い
る
（
『
神
戸
』
昭
和
六
年
八
月
十
九
日
）
。
こ
れ
は
昭
和
六
年
十
月
に
実
現
し
、

「
湊
西
医
」
は
っ
兵
庫
区
」
と
名
称
が
変
更

さ
れ
た
。

行
政
区
設
置
の
前
年
（
昭
和
五
年
）
、

財
産
区
会
の
選
挙
で
は
あ
る
が
、
神
戸
区
に
お
い
て
、
区
の
衛
生
組
合
連
合
会
に
よ
る

候
補
者
の
推
薦
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
財
産
区
は
大
正
八
年
の
学
区
廃
止
の
お
り
、
そ
れ
ま
で
学
区
で
管
理
さ
れ
て
い
た

共
有
財
産
を
、
学
区
廃
止
以
後
も
独
自
に
保
管
す
ベ
く
存
置
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
区
域
が
そ
の
ま
ま
行
政
区
の
単
位
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
選
挙
で
は
そ
の
第
一
選
挙
区
（
定
員
七
人
）
に
お
い
て
、
衛
生
組
合
連
合
会
が
定
員
分
の
候
補
者
を
公
認
し
、
推

薦
状
を
組
合
員
で
あ
る
住
民
に
対
し
て
発
送
し
た
。
対
立
し
た
の
は
無
産
政
党
（
労
淡
党
）
の
公
認
候
補
一
人
で
あ
り
、
彼
は
衛

生
総
合
公
認
候
補
に
対
し
て
、
大
卦
一
況
を
つ
け
ら
れ
落
選
す
る
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
個
々
の
衛
生
組
合
が
単
独

で
市
会
議
員
候
補
者
の
推
薦
念
行
う
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、
こ
う
し
た
区
単
位
で
の
も
の
は
珍
し
く
、
ち

ょ
う
ど
こ
の
時
取
が
、

の
ち
の
選
挙
粛
正
運
動
に
も
連
な
る
選
挙
制
度
の
見
直
し
が
議
論
さ
れ
る
時
別
で
あ
っ
た
だ
け
に
興
味

深
い
事
剖
と
い
え
よ
う

衛
生
組
合
か

ら
町
会
へ

行
政
肢
の
設
監
に
と
も
な
い
、
衛
生
級
合
な
ど
の
地
域
住
民
組
織
で
は
、
地
域
の
倒
別
的
問
題
に
つ
い
て
は

細
々
の
組
合
が
区
と
、
市
全
体
に
か
か
わ
る
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
組
合
長
の
中
か
ら
さ
ら
に
互
選
さ
れ

た
市
連
合
会
の
役
員
が
市
と
、
交
渉
す
る
関
係
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

し
か
し
「
衛
生
組
合
法
案
L

が
貴
族
院
で
審
議
未
了
に
終
わ
っ
た
た
め
、
こ
う
し
た
住
民
組
織
内
部
の
勢
力
争
い
が
あ
っ
た

場
合
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
有
効
な
手
段
は
い
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
役
員
選
挙
な
ど
に
絡
む
紛
争
は
エ

ス
カ
レ

l
ト
す
る
様
相
を
み
せ
た
。
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こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
昭
和
八
年
八
月
三
十

日
、
県
の
衛
生
総
合
に
関
す
る
規
程
（
伝
染
病
予
防
法
施
行
約
剣
）
が
改

正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
第
一
に
、
衛
生
組
合
へ
の
位
指
主
の
参
加
が
義
務
付
け
ら
れ

第
一
一
に
、
市
長
に
衛
生
組
合
の
設

院
権
限
が
与
え
ら
れ
、
市
お
よ
び
区
の
連
合
会
が
公
認
さ
れ
た
。

ま
た
区
長
は
、
こ
れ
ま
で
法
規
上
の
権
限
は
な
く
、
単
に

合
会
顧
問
の
資
格
に
お
い
て
衛
生
組
合
に
関
与
し
て
き
た
が
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
役
員
の
災
動
・
事
業
成
絞
の
監
督
な
ど

に
つ
い
て
明
文
化
さ
れ
た
権
限
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

に
、
同
時
に
改
正
さ
れ
た

J
m
生
組
合
規
約
標
準
」
に
よ
り
、

役
員
公
選
に
関
す
る
事
項
が
明
記
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
組
合
長
を
選
挙
長
と
す
る
こ
と
、
選
挙
の
期
日
・
会
場
の
公
示
、

被
選
挙
資
格
（
一
一
一
O
歳
以
上
で
地
区
に
一
年
以
上
陪
住
す
る
男
子
）
、
投
票
方
法
が
定
め
ら
れ
た
。

」
の
こ
と
は
、
役
員
選
挙
に
制
度

的
根
拠
を
与
え
る
と
と
も
に
、

一
方
で
は
、
刑
法
の
「
公
選
投
票
を
協
造
す
る
罪
」
の
適
用
を
可
能
に
し
、
公
的
取
締
を
強
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
袈
昭
和
九
年
五
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
個
々
に
行
わ
れ
て
き
た
役
員
改
選
が
全
市
…
斉
に

実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
選
挙
粛
正
運
動
下
の
県
会
議
良
選
挙
の
前
哨
戦
と
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

都市政治構造の変容Fと再編

た
だ
し
、
こ
の
度
の
県
の
法
規
の
改
正
は
既
存
の
つ
伝
染
病
予
防
法
L

の
枠
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
衛
生

組
合
の
事
業
を
衛
生
関
係
に
限
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
官
公
庁
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
補
助
な
行
っ
て
い
た
市
の
衛
生
組
合
に
と

っ
て
、
余
り
に
も
窮
朋
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
上
、
規
程
の
改
正
に
あ
た
っ
て
、
県
当
局
が
組
合
側
に
諮
問
を
行
わ
な
か
っ

た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
新
規
出
に
対
す
る
組
合
の
反
発
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
打
開
策
と
し
て
昭
和
九
月
一
一
一
月
、

町
会
（
町
内
会
）
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
衛
生
組
合
区
域
を
単
位
に
（
役
員
も
衛
生
組
合
役
員
を
兼
務
）
、
～
伝
染
病
予
防
以
外
の

第二節

切
の
事
務
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
、
在
郷
軍
人
会
・
青
少
年
間
・
青
年
訓
練
所
へ
の
補
助
や
「
町
内
各
諮
問
体
ノ
中
心
ト
ナ
リ
相

互
連
絡
」
念
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。
以
後
、
衛
生
組
合
と
町
会
が
事
務
を
分
担
し
な
が
ら
併
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
衛
生
組
合
と
町
会
は
、
行
政
補
助
を
行
い
つ
つ
、
地
域
住
民
と
く
に
世
帯
主
の
中
か
ら
代
表
を
選
出
し
、

そ
の
代
表
を
通
じ
て
行
政
と
の
怠
思
政
通
を
行
う
場
と
し
て
機
能
し
て
い
っ
た
。

た
だ
し
役
員
選
挙
の
取
締
強
化
な
ど
、
住
民

に
対
す
る
勺
公
平
さ
」
や
「
中
立
の
立
場
」
を
保
持
す
る
こ
と
が
強
関
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
選
挙
潟
正
運
動
の
も
と

で
は
、
町
会
と
し
て
推
薦
候
捕
を
擁
立
す
る
と
い
う
よ
う
な
活
動
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

垂
水
町
の

縞
入

垂
水
町
の
編
入
に
つ
い
て
は
す
で
に
昭
和
四
年
墳
か
ら
一
部
で
論
議
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
や

や
具
体
化
し
た
の
は
、
昭
和
八
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
昭
和
九
年
五
月
の
霊
水
町
議
会
に
お
い
て

中
井
栄
三
郎
町
長
は
、

一
月
中
旬
に
神
戸
市
が
垂
水
町
編
入
の
意
向
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
伝
え
ら
れ
た
と
一
言
い
、

さ
ら
に

「
町
民
ヨ
リ
神
戸
市
へ
合
併
ス
ベ
シ
ト
ノ
戸
起
レ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ガ
町
ト
シ
テ
加
何
ス
ベ
キ
ヤ
ニ
付
考
慮
中
ナ
ル
ガ
、
神
戸
市

モ
目
下
特
別
市
制
ヲ
布
グ
関
係
上
大
都
市
ト
シ
テ
開
近
町
村
ノ
合
併
ヲ
希
望
ス
ル
様
一
一
考
ヘ
ラ
ル
。
又
、
現
市
長
勝
間
氏
モ
ム
ロ

併
ヲ

マ
ル
ル
出
品
小
ル
。
之
ニ
関
係
ス
ル
カ
否
不
明
ナ
ル
モ
、
一
一
十
日
程
以
前
、
神
戸
市
ヨ
リ
当
町
財
政
其
他
総
一
ア
ノ
町
状
態

ヲ
調
査
回
答
方
照
会
ア
リ
。
合
併
ノ
参
考
資
料
ト
考
へ
ラ
ル
」
（
「
垂
水
町
会
会
議
録
」
昭
和
九
年
）
と
述
べ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
垂
水
町
の
編
入
間
溜
は
、

一
方
で
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
た
県
の
三
部
経
済
制
廃
止
問
題
と
、
他
方

で
は
ひ
き
続
き
行
わ
れ
て
い
た
特
別
市
制
実
現
運
動
と
関
連
し
て
い
た
。
神
戸
市
は
大
正
期
か
ら
ひ
き
続
い
て
特
別
市
制
を
突

現
し
て
県
の
監
督
下
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
三
部
経
済
制
の
廃

止
は
、
中
国
大
陸
で
の
戦
争
の
拡
大
に
と
も
な
う
戦
時
体
制
の
強
化
の
一
環
と
し
て
の
地
方
財
政
緋
度
改
革
の
上
で
必
要
と
認

識
さ
れ
る
に
一
会
り
、
昭
和
十
ニ
年
、
時
の
広
田
内
閣
は
、
第
七

O
帝
国
議
会
に
府
県
制
改
正
法
律
案
を
提
出
し
て
こ
れ
を
廃
止

し
よ
う
と
し
た
。
特
別
市
制
の
実
現
が
望
み
蒋
で
あ
る
時
、
一
一
一
部
経
済
制
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
担
税
力
の
大
き
な
神
戸
市
は
、
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当
然
負
担
鳩
と
な
る
。

そ
こ
で
神
戸
市
は
向
年
七
月
の
市
会
で
廃
止
反
対
の
意
見
書
を
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。
そ
こ
で
は
、
す
で
に
起
債
し
た
、

あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
起
債
し
よ
う
と
し
て
い
る
各
種
の
市
債
の
償
還
計
酪
は
一
一
一
部
経
済
制
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
、
蕗
止
と

な
れ
ば
財
政
上
の
困
難
を
来
す
と
し
た
よ
で
、

さ
ら
に

現
在
兵
庫
県
市
部
経
済
ニ
比
シ
、
甚
ダ
敷
グ
高
額
ナ
ル
郡
部
ノ
既
定
負
担
タ
ル
郡
部
長
並
ピ
ニ
郡
部
諸
継
続
投
ヲ
分
担
セ

ザ
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
更
ニ
市
部
一
一
民
ス
ル
国
県
道
費
ハ
一
一
一
部
経
済
一
廃
止
ノ
暁
ニ
於
テ
モ
、
道
路
法
上
県
経
済

－
一
属
セ
ザ
ル
ニ
拘
ラ
ズ
、
広
汎
ナ
ル
郡
部
地
域
一
一
於
ケ
ル
闇
黒
道
攻
、
併
モ
郡
制
廃
止
ノ
際
者
シ
グ
椴
加
シ
タ
ル
郡
部
県

道
費
ヲ
モ
分
強
セ
ザ
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ト
相
成
ル
等
、
市
民
ノ
負
担
ハ
急
激
一
一
増
間
シ
、
市
ノ
財
政
ハ
不
測
ノ
打
墜
ヲ

み

家
リ
＼
市
ノ
発
展
及
ピ
将
来
性
ヲ
頓
挫
セ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
コ
ト
火
ヲ
路
ル
ヨ
リ
モ
明
ニ
シ
テ
、

－
一
本
市
ヲ
興
亡
ノ
岐
路

ニリL
タ
シ
ム
ル
（
「
伸
一
戸
市
会
議
事
録
」
）

都市政治構造の変谷と湾総

と
の
理
由
を
か
か
げ
て
い
た
。
以
上
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
市
部
が
損
失
念
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
郡
部
が
得
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
郡
部
は
一
一
一
部
経
済
制
の
廃
止
に
積
極
的
に
賛
成
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
市
と
郡
部
と
の
対
立
の
あ

お
り
も
あ
り
、
霊
水
町
の
編
入
も
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。

ま
た
昭
和
十
三
年
の
阪
神
大
水
害
も
こ
の
編
入
問
題
に
頓
挫
を

来
す
原
悶
と
な
っ
た
。

一
方
霊
水
町
に
お
い
て
は
、
昭
和
十
四
年
一
一
一
月
の
町
議
会
で
一
議
員
が
述
べ
た
次
の
よ
う
な
事
態
も
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

第二節

今
日
、
間
家
ノ
非
常
時
局
一
一
直
面
シ
、
間
家
ノ
方
針
一
一
期
リ
県
当
局
一
一
於
テ
モ
緊
縮
節
約
ノ

ヲ
挙
グ
ベ
グ
努
力
セ
ラ
レ
、

当
町
モ
亦
コ
ノ
国
策
一
一
順
応
セ
ラ
ル
。
品
川
…
ル
処
、
本
町
財
政
ハ
町
税
収
入
以
外
一
一
伺
等
ノ
財
源
ナ
ク
、
土
木
関
係
一
一
於
テ
、
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或
ハ
衛
生
施
設
一
一
於
一
ア
、
学
校
建
築
一
一
於
テ
甚
ダ
要
望
ス
ベ
キ
モ
ノ
多
々
ア
リ
。
昨
年
予
算
町
会
ニ
於
テ
小
学
校
改
築
案

モ
提
案
サ
レ
タ
レ
ド
モ
、
神
戸
市
合
併
ニ
ヨ
リ
一
挙
ニ
解
決
セ
ン
モ
ノ
ト
シ
テ
之
ヲ
避
ケ
タ
リ
。

出
口
町
長
就
任
以
米
十

三
年
度
ニ
於
テ
令
併
運
動
ニ
対
シ
何
等
具
体
的
交
渉
進
捗
セ
ズ
。
（
略
）
当
町
ハ
適
当
ナ
ル
時
期
一
一
於
テ
市
令
制
一
一
見
切
リ

ヲ
ツ
ケ
本
町
単
独
ノ
立
場
ヲ
以
テ
進
ム
ベ
ク
、

々
ハ
研
究
ス
ル
ノ
必
要
迫
レ
リ
（
「
恋
水
町
会
会
議
録
L

昭
和
十
四
年
）

こ
の
議
員
は
港
湾
都
市
神
戸
市
と
合
併
す
る
か
、

工
業
都
市
明
石
市
と
合
併
す
る
か
と
間
い
、
町
長
は
神
戸
市
と
合
併
す
る
方

針
に
変
わ
り
な
い
と
答
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
昭
和
十
五
年
に
入
り
、
…
一
一
部
経
済
制
廃
止
を
含
む
地
方
制
度
改
革
案
、
が
第
七
五
帝
悶
議
会
を
通
過
し
て
実
施
さ
れ

た
。
そ
こ
で
目
的
を
述
し
た
郡
部
側
は
、

四
月
に
「
一
一
一
部
制
廃
止
が
実
現
し
た
以
上
、
こ
れ
が
祥
後
措
置
は
成
る
べ
く
市
側
と

協
調
し
県
政
将
米
の
た
め
級
力
善
処
し
て
初
く
も
市
都
の
対
立
抗
争
を
激
成
す
る
が
如
き
こ
と
を
避
け
る
」
（
『
神
戸
』
昭
和
十
五
作

四
月
十
日
」
と
の
方
針
を
決
め
た
。
こ
こ
に

「
神
戸
市
の
市
開
だ
と
し
て
多
年
の
懸
楽
で
あ
っ
た
近
桜
町
村
の
合
併
、

即
ち
神
戸

市
の
市
域
拡
張
の
機
運
は
、
一
一
一
部
制
経
済
の
廃
止
と
税
制
改
革
が
契
機
と
な
っ
て
漸
く
動
き
、
当
加
の
問
題
と
な
っ
て
米
た
L

（
同
）
と
報
じ
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
頃
神
戸
市
で
は
、
人
口
過
密
状
態
が
進
み
、

一
一
千
万
キ
口
当
り
の
人
口
は
約
三
万
人
に
も
な
り
、
東
京
市
の
一
万
一
千

人
の
約
一
一
一
倍
に
も
な
っ
て
い
た
か
ら
、

神
戸
市
平
地
閣
総
の
約
一
一
一
O
%
に
当
る
住
宅
地
可
能
間
約
を
も
っ
垂
水
町
は
市
に
と

っ
て
魅
力
的
存
在
で
あ
っ
た
。

で
に
神
戸
市
よ
り
の
人
口
流
入
を
主
た
る
原
国
と
す
る
人
日
明
加
に
よ
り
、
垂
水
町
の

人
口
は
昭
和
十
年
の
一
万
七
二
一
四
人
に
対
し
、

五
年
間
で
四
二
%
も
明
加
し
て
、
昭
和
十
瓦
年
に
は
一
一
万
四
四
O
一
一
一
人
に
も

な
っ
て
い
た
。
他
方
、
震
水
町
も
神
戸
市
へ
の
編
入
に
よ
っ
て
教
育
・
衛
生
・
土
木
・
水
道
・
社
会
事
業
等
の
発
展
が
期
待
さ
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れ
た
。こ
う
し
て
昭
和
十
五
年
六
月
に
、
市
は
翌
年
四
月
を
期
し
て
垂
水
町
編
入
を
決
定
し
、
垂
水
町
で
も
十
二
月
末
に
そ
れ
を
決

定
し
、
昭
和
十
六
年
二
月
に
は
県
に
合
併
内
申
書
が
提
出
さ
れ
、
三
月
に
は
内
務
省
に
申
請
手
続
き
が
行
わ
れ
た
ο

と
こ
ろ
が
、
編
入
に
当
た
っ
て
の
垂
水
町
の
希
望
条
件
の
中
に
は
、
議
一
水
町
一
民
域
を
独
立
の
行
政
区
と
す
る
と
い
う
一
項
が

あ
っ
た
。
神
戸
市
側
も
こ
れ
に
同
意
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
内
務
省
は
人
口
一
一
一
万
未
満
の
垂
水
町
区
域
の
独
立
行
政
思
設
置

を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
県
会
議
員
選
挙
区
で
あ
る
明
石
郡
選
挙
区
は
定
員
一
名
で
あ
っ
た
た
め
、
編
入
後
の
垂
水
が
独

立
行
政
区
と
な
っ
た
場
合
に
は
議
員
定
数
配
当
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
四
月
一
日
編
入
は
見
送

ら
れ
、
双
方
協
議
に
よ
り
、
当
面
垂
水
町
を
須
磨
区
に
編
入
し
人
口
三
万
人
に
逮
し
た
の
ち
に
新
た
に
霊
水
区
を
設
置
す
る
こ

と
に
決
し
、

よ
う
や
く
七
月
一
日
付
を
も
っ
て
編
入
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
垂
水
区
が
独
立
し
た
の
は
戦
後
の
附

和
二
十
一
年
十
一
月
で
あ
っ
た
。

都市政治構造の変谷と：［ij:編

と
こ
ろ
で
こ
の
垂
水
町
編
入
の

（
昭
和
十
六
年
二
月
二
十
一
日
付
）
に
は
、
戦
時
ぬ
〕
が
色
濃
く
う
っ
し
出
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
に
は
従
米
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
対
空
防
衛
上
ノ
必
要
」
と
い
う
一
項
が
あ
り
、

「
将
来
戦
一
一
一
於
テ
ハ
、
航
空
機
ノ
発
達

伴
ヒ
窓
襲
ノ
破
壊
力
ハ
絶
大
ナ
ル
ヲ
予
想
セ
ラ
レ
、
対
怨
訪
衛
体
制
ハ
一
段
ノ
強
化
ヲ
要
ス
ル
次
第
ナ
ヮ
。
即
チ

依
ノv

火
災
ノ
延
焼
ヲ
防
止
シ
、
避
難
、
待
避
等
ヲ
迅
速
行
滑
ナ
一
フ
シ
メ
ン
ガ
為
一
一
ぺ
防
空
広
場
ヲ
設
ヶ
、
大
道
路
ヲ
新
設
ス
ル
等
、

各
般
ノ
防
空
施
設
ノ
整
備
ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
、
神
戸
市
現
夜
ノ
狭
小
ナ
ル
区
域
ヲ
以
テ
シ
一
ア
ハ
、
斯
ル
施
設
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス
ル

第二自(rj

モ
移
転
地
一
一
乏
シ
ク
、
従
ツ
テ
広
大
ナ
ル
土
地
一
一
恵
マ
ル
ル
隣
接
諸
町
村
ヲ
一
丸
ト
シ
テ
ノ
計
画
樹
立
ハ
刻
下
ノ
急
務
タ
リ
」

（
『
神
戸
市
会
史
』
昭
和
一
縮
問
）
と
う
た
わ
れ
て
い
た
。
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合
わ

ま
た
住
宅
地
と
し
て
の
期
待
を
述
べ
る
場
合
で
も
「
産
業
戦
士
山
一
休
養
ト
慰
安
ヲ
与
へ
、
論
ラ
ザ
ル
明
日
へ
ノ
力
ノ
源
泉
ヲ

供
給
シ
、
高
度
困
妨
国
家
建
設
へ
ノ
努
力
ヲ
傾
住
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
」
（
同
）
と
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
垂
水
町
編
入

は
か
く
し
て
時
局
を
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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